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一 般 質 問

町
田　

光
浩 

議
員

Q 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

の
活
用

　

県
に
よ
っ
て
市
内
に
２
基

設
置
さ
れ
る
予
定
と
聞
く
。

　

い
つ
、
ど
こ
に
設
置
さ
れ

る
の
か
。
ま
た
、
測
定
値
の

把
握
は
ど
こ
で
、
誰
が
、
ど

う
い
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
行

う
の
か
。 

　

緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に

関
す
る
平
常
時
か
ら
の
緊
密

な
連
携
は
。

A 

き
っ
ち
り
と
し
た

マ
ニ
ュ
ア
ル
が
必
要

 

市
長

　

１
基
は
年
度
内
に
振
興
局

に
設
置
。
２
基
目
は
新
年
度

で
、
詳
細
は
検
討
中
。
測
定

値
は
、
大
村
の
環
境
保
健
研

究
セ
ン
タ
ー
経
由
で
文
部
科

学
省
へ
転
送
さ
れ
、
文
部
科

学
省
と
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
さ
れ
る
予
定
。

Q 

地
域
防
災
計
画

　

30
㎞
圏
内
が
避
難
勧
告
地

域
に
な
っ
た
場
合
、
避
難
先

の
市
北
部
に
お
い
て
も
安
全

と
は
言
い
難
い
。
全
島
避
難

を
想
定
し
た
方
向
性
を
明
確

に
し
て
お
く
べ
き
。

　

市
内
で
の
被
ば
く
医
療
体

制
の
確
保
・
強
化
は
。

A 

全
島
避
難
も
視
野
に

 

市
長

　

30
㎞
圏
外
で
あ
れ
ば
安
全

だ
と
い
う
保
証
は
な
い
。
３

万
島
民
の
受
け
入

れ
先
を
早
期
に
研

究
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。

　

必
要
と
な
る
安

定
ヨ
ウ
素
剤
、
40

歳
未
満
の
人
口
の

３
日
分
を
市
民
病

院
に
保
管
。

Q 

大
人
に
も

食
育
を

　

学
校
教
育
の
中

で
は
早
く
か
ら
取

り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

保
護
者
や
地
域
の
中
で
は
大

き
な
温
度
差
が
あ
る
。

　

社
会
教
育
の
中
で
も
取
り

組
む
べ
き
。

A 

食
育
推
進
計
画
を

活
用
し
て
推
進

 

教
育
長

　

学
校
現
場
と
市
の
取
り
組

み
を
利
用
し
て
、
家
庭
に
浸

透
す
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。ま
た
、給
食
セ
ン

タ
ー
を
活
用
し
て
の
食
育
も

考
え
て
い
く
。

壱岐振興局設置のモニタリングポスト

「住みよい壱岐市でありますように」
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一 般 質 問

久
保
田
恒
憲 

議
員

Q 

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

へ
の
取
り
組
み

　

26
年
に
長
崎
国
体
と
全
国

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開

催
さ
れ
る
。
壱
岐
市
の
取
り

組
み
は
。

A 

支
援
を
行
っ
て
い
る

 

市
長

　

市
が
障
害
者
手
帳
を
交
付

し
て
い
る
数
は
、
合
計
で
２

千
400
名
。
健
常
者
の
方
々
の

理
解
を
深
め
る
べ
く
、
障
害

者
の
方
々
も
楽
し
め
る
ス
ポ

ー
ツ
へ
の
取
り
組
み
を
継
続

し
た
い
。

Q 
中
学
校
武
道
選
定
の
経
緯

　

市
内
４
中
学
校
で
は
、
ど

の
よ
う
な
経
緯
で
何
を
選
定

し
た
の
か
。
ま
た
、
選
ば
れ

な
か
っ
た
種
目
は
。

A 

４
中
学
校「
柔
道
」を

採
用

 

教
育
長

　

指
導
者
に

柔
道
の
経
験

者
が
多
く
、

畳
等
用
具
も

整
備
さ
れ
て

い
る
の
で
柔

道
を
選
ん
だ
。

空
手
は
検
討

し
て
い
な
い
。

Q 

国
境
離
島
の
存
在
価
値

　

日
本
の
面
積
は
世
界
で
60

番
目
の
広
さ
だ
が
、
排
他
的

経
済
水
域
は
世
界
で
６
番
目

と
広
い
。
漁
業
を
は
じ
め
、

海
洋
資
源
は
我
が
国
に
と
っ

て
重
要
で
あ
り
、
こ
の
広
大

な
水
域
は
壱
岐
な
ど
国
境
周

辺
離
島
の
存
在
で
保
た
れ
て

い
る
。
離
島
住
民
の
義
務
と

し
て
、
祝
日
に
は
国
旗
を
揚

げ
る
よ
う
呼
び
か
け
る
と
と

も
に
、
全
国
の
国
境
周
辺
離

島
に
も
呼
び
か
け
て
も
ら
い

た
い
。

A 

公
共
施
設
の
国
旗

掲
揚
を
徹
底

 

市
長

　

市
役
所
庁
舎
等
で
国
旗
の

掲
揚
が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

事
実
は
改
め
て
い
く
が
、
市

民
へ
の
呼
び
か
け
は
心
情
と

し
て
や
る
べ
き
で
な
い
と
思

う
。

 

教
育
長

　

昨
年
の
建
国
記
念
日
の
取

り
組
み
の
質
問
を
受
け
各
学

校
に
伝
達
は
し
た
が
、
今
年

も
国
旗
掲
揚
し
て
い
な
い
学

校
が
あ
っ
た
と
は
愕
然
と
す

る
。
定
例
校
長
会
の
場
で
話

し
を
す
る
。

市役所本庁舎屋上に掲げられる国旗

呼
子　
　

好 

議
員

Q 

廃
棄
物
処
理
に
つ
い
て

①
新
焼
却
場
の
従
業
員
は
地

元
優
先
。
旧
施
設
の
郷
ノ
浦
、

勝
本
、
壱
岐
市
環
境
社
の
従

業
員
は
失
職
。
そ
の
雇
用
対

策
は
。

②
魚
の
残
渣
処
理
の
一
般
廃

棄
物
と
産
業
廃
棄
物
の
す
み

分
け
は
。

③
生
ご
み
、
魚
の
残
渣
、
牛

糞
を
Ｅ
Ｍ
菌
・
酵
素
菌
を
利

用
し
て
有
機
肥
料
で
農
産
物

を
作
り
出
す
産
廃
の
再
利
用

の
実
例
は
全
国
に
あ
る
。
循

環
型
社
会
の
構
築
を
。

A 

地
元
雇
用
優
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

①
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
計

画
の
立
地
条
件
の
中
で
、
現

地
の
人
を
雇
用
す
る
約
束
が

あ
る
。
委
託
業
者
に
自
社
で

の
雇
用
対
策
を
要
請
。

②
魚
の
残
渣
は
、
魚
屋
な
ど

の
商
店
か
ら
出
る
物
は
一
般

廃
棄
物
、
加
工
業
者
の
物
は

産
業
廃
棄
物
。

③
循
環
型
社
会
を
や
る
。
そ

う
い
っ
た
方
向
に
進
む
事
に

異
論
は
な
い
。

Q 

長
崎
国
体
成
功
の
た
め
に

　

平
成
26
年
壱
岐
で
は
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
成
年
女
子
、

自
転
車（
ロ
ー
ド
）の

会
場
と
な
る
。
島
民

一
体
と
な
っ
て
、お
も

て
な
し
の
心
で
歓
迎

し
大
会
を
成
功
さ
せ
、

そ
し
て
壱
岐
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
絶
好
の
機

会
で
あ
る
。
教
育
長

管
轄
を
市
長
直
轄
と

改
め
、
職
員
の
増
員

を
含
め
国
体
準
備
室

の
体
制
強
化
を
し
、
交
流
人

口
の
拡
大
に
努
め
る
べ
き
。

A 

教
育
長
管
轄
が
ベ
ス
ト

 

市
長

　

県
下
８
市
７
町
が
教
育
委

員
会
の
所
管
で
あ
る
。
職
員

の
増
員
を
図
り
、
公
式
大
会

が
で
き
る
環
境
と
施
設
を
整

備
し
た
い
。
今
後
、
九
州
大

会
等
フ
ル
活
用
し
交
流
人
口

の
拡
大
を
図
る
。

Q 

壱
岐
市
の
特
区
申
請

　

壱
岐
の
自
然
景
観
と
文
化

遺
産（
古
墳
群
・
神
社
・
寺
）

と
豊
富
な
食
グ
ル
メ
を
活
か

し
た
特
区
申
請
で
、
国
の
省

庁
横
断
型
交
付
金
を
活
用
す

る
た
め
の
研
究
を
。

A 

特
区
の
研
究
を
す
る

 

市
長

　

地
域
特
性
を
活
か
し
た
産

業
の
集
積
や
新
規
事
業
の
創

出
な
ど
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
効
果
が
あ
る
。
県
内
の

壱
岐
・
対
馬
・
五
島
の
国
有

資
源
を
活
か
し
た
総
合
特
区

の
申
請
に
向
け
進
め
て
い
る
。

壱
岐
の
景
観
・
文
化
遺
産
・

食
・
観
光
等
に
つ
い
て
特
区

を
研
究
す
る
。

大谷公園入り口の綿井さん作成の「がんばくん・らんばちゃん」
みんなで “がんばらんば国体” を盛り上げましょう！
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一 般 質 問

鵜
瀬　

和
博 

議
員

Q 

活
か
せ
、職
員
力

①
本
市
の
抱
え
る
課
題
解
消

に
は
市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
と
職
員
の
力
は
必
要
不
可

欠
。
若
手
職
員
の
起
用
や
職

歴
、
年
齢
に
と
ら
わ
れ
な
い

昇
給
・
昇
格
制
度
や
人
事
考

課
制
度
導
入
の
任
期
中
実
施

に
向
け
た
進
捗
状
況
は
。

②
職
員
提
案
型
企
画
コ
ン
ペ

の
実
施
に
向
け
た
研
究
成
果

と
進
捗
状
況
は
。
毎
年
実
施

の
職
員
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
感

想
と
成
果
は
。

③
管
理
職
会
議
は
、
本
市
経

営
戦
略
会
議
。
市
長
の
考
え

は
。A 

職
員
の
士
気
高
揚
を
図
る

 

市
長

①
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
運

用
を
検
討
し
て
い
る
が
、
取

組
が
遅
い
と
い
う
指
摘
は
甘

ん
じ
て
受
け
る
。
職
員
組
合

と
交
渉
し
て
い
る
段
階
。

②
職
員
提
案
制

度
要
綱
を
策
定

中
で
４
月
か
ら

運
用
す
る
。
30

代
の
職
員
を
中

心
に
歳
入
確
保

対
策
の
具
体
的

な
提
案
も
受
け

て
い
る
。

③
平
成
26
年
度

に
開
催
さ
れ
る

国
体
と
25
年
度

の
プ
レ
開
催
に

向
け
て
部
長
会

等
で
の
政
策
立
案
能
力
を
高

め
て
い
き
た
い
。

Q 

観
光
振
興
の
展
望
は

①
集
客
に
向
け
、
地
域
間
競

争
が
激
し
さ
を
増
す
中
、
福

岡
事
務
所
は
高
評
価
。
ま
た
、

県
ア
ジ
ア
・
国
際
戦
略
や
フ

ェ
リ
ー
き
ず
な
就
航
な
ど
海

外
集
客
も
含
め
今
後
の
情
報

発
信
や
交
流
人
口
拡
大
に
向

け
た
構
想
は
。 

②
島
内
外
の
誘
客
の
た
め
県

補
助
を
活
用
し
た
電
気
自
動

車
急
速
充
電
設
備
を
博
物
館

に
設
置
を
。

A  
観
光
対
策
が
実
を

結
び
つ
つ
あ
る

 

市
長

①
九
郵
や
Ｏ
Ｒ
Ｃ
の
乗
降
客

数
は
、
前
年
比
率
0.5
％
の
減

少
で
下
げ
止
ま
り
つ
つ
あ
る
。

梅
屋
庄
吉
の
妻
ト
ク
が
本
市

出
身
で
あ
る
事
か
ら
国
内
外

に
こ
れ
を
発
信
し
て
い
く
。

②
現
在
島
内
で
は
電
気
自
動

車
は
２
台
。
民
間
業
者
の
動

向
等
も
注
意
し
て
い
く
。

　

島
外
か
ら
の
誘
客
状
況
に

よ
り
設
置
も
検
討
す
る
。

町
田　

正
一 

議
員

Q 

病
院
企
業
団
加
入

に
つ
い
て 

①
精
神
科
が
休
床
し
て
か
ら

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
（
手

持
ち
現
金
）は
。

②
病
院
職
員（
ド
ク
タ
ー
含

む
）の
企
業
団
加
入
に
向
け

て
の
意
志
統
一
の
努
力
は
。

③
加
入
の
場
合
、一
旦
退
職
扱

い
と
な
る
職
員
へ
の
処
置
と

退
職
金
の
調
達
を
ど
う
す
る
。

④
23
億
円
に
上
る
累
積
欠
損

金
の
処
理
は
。

⑤
加
入
に
向
け
て
議
会
議
決

を
求
め
る
べ
き
。

 
 

A  
改
革
の
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ

ト
は
こ
の
１
年

 

市
長

①
23
年
４
月
に
２
億
４
千
万

円
あ
っ
た
現
金
預
金
は
１
月

末
で
１
億
５
千
万
円
。
本
年

11
月
に
も
資
金
不
足
の
恐
れ

が
あ
る
。
委
員
会
や
議
会
と

も
対
応
を
相
談
し
た
い
。

②
病
院
長
に
は

承
諾
を
受
け
て

い
る
。
医
師
も

含
め
た
職
員
に

も
医
局
会
、
改

善
委
員
会
を
通

じ
て
周
知
。

③
153
名
分
で
14

億
８
千
万
円
が

必
要
。
退
職
手

当
債
で
対
応
。

④
23
億
円
の
累

積
欠
損
金
の
処

理
は
、
19
億
円

は
資
本
金
の
減
少
、
４
億
円

は
市
民
病
院
の
土
地
を
帳
簿

計
上
と
い
う
形
で
処
理
で
き

る
。

⑤
加
入
条
件
を
ク
リ
ア
し
た

上
で
市
議
会
の
議
決
を
求
め

た
い
。

Q 

特
養
ホ
ー
ム
建
設

計
画

①
老
朽
化
し
た
現
施
設
は
、

厚
生
委
員
会
も
６
年
間
に
わ

た
り
建
て
替
え
を
申
し
入
れ

て
来
た
。
当
初
案
の
鯨
伏
地

区
で
設
計
料
も
支
払
っ
て
い

る
。
液
状
化
対
策
を
し
て
着

工
す
べ
き
。

②
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

待
機
者
は
60
人
で
あ
る
が
、

老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
は
何

名
か
。

A  
液
状
化
対
策
の
調
査

を
す
る

 

市
長

①
当
初
予
定
地
を
否
定
す
る

も
の
で
は
な
い
。
液
状
化
対

策
の
費
用
を
調
査
す
る
。

②
老
人
ホ
ー
ム
は
現
在
155
名

の
待
機
者
が
お
ら
れ
る
。　

現 特別養護老人ホームと養護老人ホーム前の建設候補地

一支国博物館に設置された梅屋トクさんの像
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一 般 質 問

深
見　

義
輝 

議
員

Q 

安
心
安
全
な
教
育

環
境

①
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
に

お
い
て
、
学
校
施
設
は
も
と

よ
り
児
童
や
生
徒
、
教
職
員

ま
で
犠
牲
と
な
っ
た
。
教
育

現
場
に
お
け
る
危
機
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
状
況
と
現

状
の
取
り
組
み
は
。

②
教
育
現
場
の
多
様
化
す
る

問
題
に
対
し
て
の
教
育
委
員

会
及
び
、
学
校
や
保
護
者
、

地
域
と
の
共
有
し
た
対
応
状

況
は
。

③
長
期
欠
席（
不
登
校
）
の

児
童
生
徒
が
多
い
と
聞
く
。

原
因
が
分
か
り
に
く
い
た
め

長
期
化
す
る
恐
れ
が
あ
る
が
、

現
状
と
そ
の
対
応
は
。

A 

避
難
訓
練
を
実
施

 

教
育
長

①
防
災
計
画
は
各
校
で
毎
年

作
成
し
、
県
の
安
全
管
理
の

手
引
き
に
基
づ
き
見
直
し
を

行
い
、
年
間
最
低
１
回
避
難

訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

②
諸
問
題
に
対
し
て
は
Ｐ
Ｔ

Ａ
及
び
学
校
支
援
会
議
等
を

通
じ
、
保
護
者
、
地
域
及
び

学
校
の
協
力
の
も
と
に
対
応
。

③
不
登
校
の
理
由
は
い
じ
め

を
除
く
友
人
関
係
を
巡
る
問

題
と
、
部
活
動
で
の
不
適
応

等
で
す
が
、
そ
の
状
況
は
昨

年
度
に
比
べ
大
き
な
変
化
は

な
し
。
不
登
校
児
童
等
に
対

し
て
は
担
任
だ
け
で
な
く
学

校
全
体
で
対
処

し
、
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

事
業
及
び
心
の

相
談
員
に
よ
る

対
応
を
し
て
い

る
。Q 

将
来
の

学
校
運
営

　

小
学
校
に
お

い
て
は
、
児
童

の
減
少
に
伴
い

複
式
学
級
の
学

校
が
増
え
て
い

る
様
で
あ
る
が
、
現
在
の
状

況
と
課
題
は
。
そ
し
て
今
後

の
学
校
運
営
の
在
り
方
に
つ

い
て
質
す
。

A 

小
学
校
統
廃
合
は

慎
重
に

 

教
育
長

　

複
式
学
級
を
有
す
る
小
学

校
は
10
校
、
今
後
も
こ
の
状

況
で
推
移
の
見
込
み
。

　

小
学
校
は
地
域
文
化
の
拠

点
と
い
う
点
か
ら
、
統
廃
合

は
性
急
に
実
施
す
べ
き
で
な

い
。

箱崎小学校３・４年生の複式学級

音
嶋　

正
吾 

議
員

Q 

真
の
指
導
者
と
は

①
地
方
の
首
長
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
資
質
が
問
わ

れ
て
い
る
が
、
市
長
の
見
解

は
。

②
指
導
者
に
は
、「
総
合
力
・

胆
力
・
人
心
掌
握
力
」が
要

求
さ
れ
る
と
考
え
る
が
、
市

長
の
見
解
は
。

③
２
０
３
５
年
に
は
、
本
市

の
推
計
人
口
は
１
万
６
千
753

人
に
減
少
す
る
と
の
新
聞
報

道
が
あ
る
。
短
期
的
・
中
長

期
的
取
組
に
つ
い
て
。

A 
信
頼
関
係
が
第
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

①
職
員
で
構
成
さ
れ
た
実
行

組
織
を
ま
と
め
る
こ
と
、
そ

の
為
に
は
信
頼
関
係
が
大
事
。

目
標
達
成
の
た
め
知
恵
を
絞

り
、
制
度
を
上
手
に
活
用
し

て
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
失
わ

な
い
こ
と
。
行
政
の
最
大
の

責
務
は
危
機
管
理
で
あ
る
。

②「
や
っ
て
み
せ
、
い
っ
て

聞
か
せ
て
、
さ
せ
て
み
て
、

褒
め
て
や
ら
ね
ば
人
は
動
か

じ
」及
び
、「
話
し
合
い
、
耳

を
傾
け
、
承
認
し
、
任
せ
て

や
ら
ね
ば
、
人
は
育
た
ず
」

こ
の
名
言
を
肝
に
銘
じ
て
取

り
組
む
。

③
今
ま
で
の
取
組
に
加
え
、

光
ケ
ー
ブ
ル
に
よ
る
Ｉ
Ｔ
環

境
を
活
か
し
た
産
業
の
創

出
・
誘
致
、
ま
た
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
開
発
・
誘
致
に
繋
げ

た
い
。

Q 

玄
海
原
発

と
壱
岐

①
原
発
再
稼
働

に
つ
い
て
の
市

長
の
見
解
は
。

②
九
電
は
、
Ｅ

Ｐ
Ｚ
の
拡
大
措

置
に
伴
い
関
係

自
治
体
と
原
子

力
安
全
協
定
を

締
結
す
べ
き
で

あ
る
が
、
そ
の

動
向
は
。

③
原
発
再
稼
働
に
つ
い
て
の

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
。

A 

同
一
歩
調
で

 

市
長

①
原
発
は
廃
止
す
べ
き
。

②
糸
島
市（
福
岡
県
）、
唐
津

市
・
伊
万
里
市
・
玄
海
町

（
佐
賀
県
）、
松
浦
市
・
佐
世

保
市
・
平
戸
市
・
壱
岐
市

（
長
崎
県
）
の
７
市
１
町
で

連
携
し
た
要
請
行
動
を
検
討

し
て
い
る
。

③
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
ま
で

も
な
い
と
思
っ
て
い
る
。　

佐賀県玄海町にある九州電力玄海原子力発電所
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２月会議で決めたこと  　議案と審議結果一覧表
番号 議　　　　案　　　　内　　　　容 付託委員会 本会議採決結果
議案１ 桜木団地公営住宅新築工事請負契約の変更 2.14 全会一致 可決
議案２ 高齢者福祉計画・第５期介護保険事業計画の策定 厚生 3.16 全会一致 可決
議案３ 県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少 総務文教 3.16 全会一致 可決
議案４ 市長の調査等の対象となる法人を定める条例制定 総務文教 3.16 全会一致 可決
議案５ 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正 総務文教 3.16 全会一致 可決
議案６ 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の一部改正 総務文教 3.16 全会一致 可決
議案７ 嘱託職員の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部改正 総務文教 3.16 全会一致 可決
議案８ 公民館条例の一部改正 総務文教 3.16 全会一致 可決
議案９ 体育施設条例の一部改正 総務文教 3.16 全会一致 可決
議案10 スポーツ基本法の施行に伴う関係条例の整理に関する条例制定 総務文教 3.16 全会一致 可決
議案11 芦辺浦住民集会所条例の一部改正 総務文教 3.16 全会一致 可決
議案12 災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正 厚生 3.16 全会一致 可決
議案13 介護保険条例の一部改正 厚生 3.16 全会一致 可決
議案14 芦辺町資源化センター条例の廃止 厚生 3.16 全会一致 可決
議案15 死亡獣畜取扱場条例の一部改正 産業建設 3.16 全会一致 可決
議案16 市営住宅条例の一部改正 産業建設 3.16 全会一致 可決
議案17 水道水源保護条例の一部改正 産業建設 3.16 全会一致 可決
議案18 三島航路船客待合所条例の一部改正 総務文教 3.16 全会一致 可決
議案19 消防関係手数料条例の一部改正 総務文教 3.16 全会一致 可決
議案20 消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正 総務文教 3.16 全会一致 可決
議案21 勝本町優良牛の保留に関する条例失効に伴う経過措置条例等の廃止 産業建設 3.16 全会一致 可決
議案22 施設の指定管理者指定（自動車教習場、高等職業訓練校） 総務文教 3.16 全会一致 可決
議案23 施設の指定管理者指定（筒城浜ふれあい広場、マリンパル壱岐、シーサイド小水浜） 産業建設 3.16 全会一致 可決
議案24 あらたに生じた土地の確認及び字の区域の変更 産業建設 3.16 全会一致 可決
議案25 八幡浦地区特定漁港整備工事請負契約の変更 産業建設 3.16 賛成多数 可決
議案26 Ｈ23年度一般会計補正予算（第９号） 予算特別 3.16 全会一致 可決
議案27 Ｈ23年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） 厚生 3.16 全会一致 可決
議案28 Ｈ23年度後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 厚生 3.16 全会一致 可決
議案29 Ｈ23年度介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 厚生 3.16 全会一致 可決
議案30 Ｈ23年度簡易水道事業特別会計補正予算（第４号） 産業建設 3.16 全会一致 可決
議案31 Ｈ23年度下水道事業特別会計補正予算（第３号） 産業建設 3.16 全会一致 可決
議案32 Ｈ23年度特別養護老人ホーム事業特別会計補正予算（第３号） 厚生 3.16 全会一致 可決
議案33 Ｈ23年度三島航路事業特別会計補正予算（第３号） 総務文教 3.16 全会一致 可決
議案34 Ｈ23年度水道事業会計補正予算（第２号） 産業建設 3.16 全会一致 可決
議案35 Ｈ24年度一般会計予算 予算特別 3.16 全会一致 可決
議案36 Ｈ24年度国民健康保険事業特別会計予算 厚生 3.16 全会一致 可決
議案37 Ｈ24年度後期高齢者医療事業特別会計予算 厚生 3.16 全会一致 可決
議案38 Ｈ24年度介護保険事業特別会計予算 厚生 3.16 全会一致 可決
議案39 Ｈ24年度簡易水道事業特別会計予算 産業建設 3.16 全会一致 可決
議案40 Ｈ24年度下水道事業特別会計予算 産業建設 3.16 全会一致 可決
議案41 Ｈ24年度特別養護老人ホーム事業特別会計予算 厚生 3.16 全会一致 可決
議案42 Ｈ24年度三島航路事業特別会計予算 総務文教 3.16 全会一致 可決
議案43 Ｈ24年度農業機械銀行特別会計予算 産業建設 3.16 全会一致 可決
議案44 Ｈ24年度病院事業会計予算 厚生 3.16 全会一致 可決
議案45 Ｈ24年度水道事業会計予算 産業建設 3.16 全会一致 可決
議案46 ケーブルテレビ施設条例の一部改正 総務文教 3.16 全会一致 可決
議案47 精神障害者福祉ホームＢ型設置及び使用に関する条例の全部改正 厚生 3.16 全会一致 可決
議案48 職員定数条例の一部改正 総務文教 3.16 全会一致 可決
議案49 附属機関設置条例の一部改正 総務文教 3.16 全会一致 可決
議案50 父子家庭支援策の拡充を求める意見書の提出 3.16 全会一致 可決
議案51 人権擁護委員候補者の推薦（西　高正氏、松野美幸氏） 3.16 全会一致 了承
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平
成
24
年
度
予
算
概
要

ことしの予算決めました。
平成24年度予算　総額291億4,272万2千円

※一般会計当初予算　191億1,000万円

人件費
 18.8%

地方交付税
 49.5%

市税 9.3%

国庫支出金
 10.4%
市債 6.7%
県支出金 10.7%
諸収入 5.7%
地方譲与税等 3.7%
分担金及び負担金等 4.0%

 扶助費 
13.6%

公債費
 16.6%

物件費
 16.0%

補助費
 10.7%

投資的経費
 10.7%

繰出金 12.4%
予備費等 1.2%

歳 
出

歳 
入

◆地方交付税
　 国から交付され
るもので、壱岐
市が自由に使え
るお金。
◆国庫・県支出金
　 国・県から交付
される使い道の
決められたお金。
◆市債
　壱岐市の借金
◆地方譲与税
　 国が壱岐市に代
わって徴収して
くれたお金。

　 （地方道路税、自
動車重量税、航
空機燃料税等）
◆ 分担金及び負担
金等

　 受益者負担金、
事業負担金、使
用料等

◆扶助費
　 生活保護や児童手当、障
害者福祉などの給付に充
てるお金。
◆公債費
　 壱岐市の借金返済に充て
るお金。
◆補助費
　 主に、市が市内の団体等
に補助するための交付費
用や負担金のこと。
◆投資的経費
　 道路の新設や小中学校の
耐震工事などの建設事業
に使うお金。
◆繰出金
　 市民病院や下水道事業な
どの特別会計へ支出する
お金。
◆予備費等
　 災害など緊急を要する場
合に、予算外の支出や予
算超過の支出に充てるた
めのお金。

※特別会計当初予算　100億3,272万2千円
（単位：千円、％）

会　　計　　名
平成24年度
当初予算額
(A)

平成23年度
当初予算額
(B)

増減額
(C)

増減率
(C) ／ (B)

国民健康保険事業 4,738,586 4,676,861 61,725 1.3 

内
訳

事業勘定 4,601,487 4,545,176 56,311 1.2 
直営診療施設勘定 137,099 131,685 5,414 4.1 

後期高齢者医療事業 306,594 294,216 12,378 4.2 
介護保険事業 3,002,554 2,906,209 96,345 3.3 

内
訳

保険事業勘定 2,972,312 2,871,505 100,807 3.5 
介護サービス事業勘定 30,242 34,704 △ 4,462 △ 12.9 

簡易水道事業 895,965 920,871 △ 24,906 △ 2.7 
下水道事業 401,985 419,656 △ 17,671 △ 4.2 
特別養護老人ホーム事業 453,214 1,577,828 △ 1,124,614 △ 71.3 
三島航路事業 121,224 123,740 △ 2,516 △ 2.0 
農業機械銀行 112,600 123,067 △ 10,467 △ 8.5 

計 10,032,722 11,042,448 △ 1,009,726 △ 9.1 

当初予算総額 29,142,722 33,777,448 △ 4,634,726 △ 13.7 
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平成24年度消防署新規採用の若き精鋭たち

Ｈ24年度 一般会計予算ピックアップ
あなたに関わる予算の項目をピックアップしてみませんか？
きっとあなたも誰かを支え、誰かに支えられています。
市民全体で寄り添い、助け合い、そして未来へとつなぐ
“無駄のない壱岐市”を一緒に作りましょう。　　　　 　　　　　　　　

※このコーナーは、７月開催予定の「議会報告会」の資料となります。

今年は
どえーな予算が
あるとやろうか？

ミルちゃん

議　会

総務・企画

❶ 議員報酬等（1年間分）  9,497万2千円
　•議長（月額）380,000円　
　•副議長（月額）330,000円
　•議運、常任委員長（月額）315,000円
　•議員（月額）300,000円

❶ 職員給与（1年間分） 46億4,286万3千円
　•市長（月額）800,000円
　•副市長（月額）640,000円
　•教育長（月額）576,000円
　•正職員数　　　545人　（平成24年4月現在）
　•嘱託職員数
　　　第1種　139人

（合併前から平成30年度までの雇用者）
　　　第2種　 38人

（平成21年4月施行条例による雇用者）

❷ 議員共済会負担金
 4,173万2千円

❷ 市長交際費
 200万円

❹  FM告知・コミュニティ放
送局防災連携事業

 2,100万円

❼ 市役所庁舎等管理費
　  （市庁舎関連）
 9,824万8千円

❺ 広報いき　印刷製本費
 481万9千円

❽  コミュニティ施設バリア
フリー化補助

 600万円

❻ 壱岐市ホームページ関連費
 114万7千円

❾ 地籍調査
 2,598万5千円（56%県）

❹ 議事録作成費
 378万5千円

❸ 議長交際費
 40万円

❸  島外通勤・通学者
交通費補助金

　  （乗船運賃）
 920万円

❺ 議会だより　
　  印刷製本費 
 139万2千円

平
成
24
年
度
予
算
概
要
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４月６日 勝本中学校入学式

教育・文化

福祉・児童

❶ 乳幼児・母子・寡婦
 　福祉医療費給付
  3,600万円（50％県）

❷  ０～３歳未満児の医療費無
料化分

  1,200万円（90％地方債）

❸  出産祝い金
  1,330万円（81％地方債）

❺ 障害者自立支援
 　 （医療費、生活支援費）
 5億5,822万7千円（74％国県）

❽ 老人入湯助成金
 　 （65歳以上）
 1,208万6千円

11  こども手当（中学校終了ま
での子）給付金

 5億2,209万円（87％国県）

14 保育所運営費
 　（認可６・委託１・へき地６）
 5億4,754万9千円（10％国県）

❹ 子育て支援拠点事業
 1,379万7千円（65％国）

❺ 一支国博物館管理費
 5,000万円（50％県）

❽ 第69回国民体育大会推進費
 1億4,980万6千円
 （27％県）

❻ しまごとプロジェクト（博物館拠点事業）
 3,973万3千円（50％県、46％地方債）

❾ 学校給食費
 2億3,089万9千円

❼ 文化財保存整備事業
 1,801万1千円

❼ 配食サービス委託（社協） 
 2,932万8千円
 （90％地方債）

10  児童扶養手当（母子・父子
家庭）給付金

 1億6,052万3千円（33％国）

13 養護老人ホーム運営費
 2億8,595万7千円

❻  敬老（80歳以上）
　  長寿（満100歳）祝い金
 2,053万5千円

❾ 生活保護費（対象世帯385件） 
 9億1,298万5千円
 （75％国県）

12 社会福祉協議会運営事業費
 3,121万4千円

❶ 小学校特別支援教育支援
 1,620万円

❷  小学校校舎等耐震補強及び
改修

 1億560万円
 （23％国、66％地方債）

❸  中学校スクールバス、スク
ールボート運行

 5,600万円

❹ 廃校中学校管理経費
 297万円

15  （新規）病児保育（生後４か
月～小学校３年生）　　

 340万円（67％国）

平
成
24
年
度
予
算
概
要
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BCG予防接種の様子

クリーンセンターへのゴミ搬入

保健・環境

病院費

❹ 野犬捕獲業務委託
 469万2千円

❶  市民病院乗合タクシー、連絡
バス運行業務委託

 323万5千円

10  郷ノ浦、勝本、石田の焼却施設解体
 2億6,306万2千円
 （17％県、78％地方債）

12 合併処理浄化槽設置整備補助
 8,970万円（60％国県）

❼  古紙等資源化・リサイク
ル処理委託

 4,863万3千円

11  汚泥再生処理センター管理運営費
 9,508万6千円

13  （新規）住宅用太陽光発電設備設
置補助（１基６万円）

 180万円

❻  リサイクルセンター運営
委託費

 1,993万9千円

❸  病院事業特別会計への繰
出金

 6億5,571万7千円

❾  クリーンセンター管理運
営費

 1億5,131万7千円

❺ 海岸漂着ごみ撤去
 566万7千円（60％県）

❷  医学修学、医療技術修学
資金貸付金

 2,160万円

❽ 一般廃棄物処理業務委託費
 2億1,004万5千円

❶ 健康増進事業
 　 （健診、がん検診等）
 2,946万3千円（12％国県）

❷  母子保健検診委託
　  （妊婦・乳幼児健診等）　　
 3,290万9千円
 （25％国県）

❸  予防接種委託
 　  （インフルエンザ、ポリオ、
子宮頸がん等）

 6,460万7千円（24％県）

平
成
24
年
度
予
算
概
要
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道路改良事業（継続）住吉湯の本線

「一秒でも早く正確に」をモットーに消防署員の救助訓練

建設・水道 ❷  道路新設改良（補助事業）
  1億6,999万4千円
 （68％国、30％地方債）

❶  市道維持補修
  8,478万2千円

❹  道路新設改良（起債事業）　
  1億9,889万4千円

❸  道路新設改良 （単独事業）　
  4,259万1千円

10  住宅長寿命化マスタープ
ラン作成

 300万円（45％県）

13 石田地区簡易水道施設整備
 1億1,084万円
 （50％国、23％地方債）

❾ 公営住宅消火器整備 
 525万円

12 湯ノ本浦簡易水道施設整備
 1億8,801万円
 （50％国、24％地方債）

❼  街なみ環境整備
 1,827万9千円（66％県）

❺  河川整備
 3,053万円（33％国）

❽ 民間木造住宅耐震関係支援 
 220万円（59％国県）

❻ 急傾斜地崩壊対策 
 4,500万円（50％県）

11  （新規）簡易水道施設漏水
調査

 500万円

14 漁業集落排水整備
　  （芦辺地区）　
 5,551万4千円
 （60％県、23％地方債）

15  公共下水道整備
　  （片原・本町・先町地区）
 1億3,719万2千円
 （50％国、26％地方債）

消防・防災
❶ 常備消防費
 4億3,909万3千円（9％県）

❷  消防団運営費
 8,526万2千円

❸  消防施設整備費
 3,267万2千円（40％国、56％地方債）

❹  消防ポンプ操法（地区～県）大会
経費

 1,202万3千円

平
成
24
年
度
予
算
概
要
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自慢の壱岐牛を育てます（郷ノ浦町の山本さん）

大浜海水浴場

農林・水産

❹ 家畜導入事業補助（70頭分）
 966万円（67％県）

10  中山間地域等直接支払制度
 1億8,189万9千円
 （75％県）

12 松くい虫航空防除等
 572万9千円（83％県）

15 漁船保険掛金５％補助
　  （５漁協）　　
 697万1千円

❼  ふるさと農道緊急整備
 7,635万円（90％地方債）

11  保全松林緊急保護
　  （伐倒焼却）　　
 1,141万1千円（64％県）

14  漁船機器導入補助金
 800万円

13 アワビ種苗センター管理費
 6,316万6千円

16 離島漁業再生支援交付金
  　（漁家977戸）　　
 1億3,387万3千円（75％県）

❻  土地改良施設維持管理適
正化

 2,777万円

❾  農地・水・農村環境保全
向上対策

 3,468万5千円（30％県）

❺  和牛共進会費 （全国大会負
担金及び応援者旅費）

 2,111万5千円

❽ 県営圃場整備
 8,476万2千円
 （17％県、73％地方債）

❶ 有害鳥獣被害防止対策
 1,609万5千円

❷  地域肉用牛緊急増頭対策
　 （200頭分）　　　　
 1,600万円

❸  （新規）肉用牛淘汰更新対
策補助（600頭分）

 1,200万円

観光・商工 ❶  博多駅前観光物産PR
 257万円

❸  地域活性化イベント開催補助
 1,493万円（60％地方債）

❻  国民宿舎壱岐島荘改修
 1億6,951万7千円

❼  筒城浜ふれあい広場管理費等
 903万4千円

❽  海水浴場監視
 1,207万5千円

❾  島外スポーツ団体誘致
 720万円

❷  商工振興イベント等補助
 783万円

❹  福岡事務所費
 1,371万4千円

❺ イルカパーク管理費
 2,377万5千円

平
成
24
年
度
予
算
概
要
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平
成
24
年
度
予
算
概
要

①壱岐人権擁護委員協議会
 60万円
④福岡行政相談委員協議会壱岐支部
 10万円
⑦長崎県離島航空路線再生
 941万2千円
⑩ブラジル長崎県人会創立50周年記念事業
 3万7千円
⑬壱岐納税貯蓄組合連合会
 2万7千円
⑯壱岐市戦没者慰霊奉賛会
 189万1千円

40圃場整備組合運営費（原田地区）
 100万円

⑲傷痍軍人会
 7万2千円

43漁業指導士活動事業
 10万円

㉒地区遺族会
 77万6千円

46コミュニティ施設管理費
 30万円

㉕社協事務局設置費
 2,478万7千円

49防火委員会
 30万円

㉘壱岐市老人クラブ連合会
 78万2千円

52婦人消防隊活動費
 32万円

㉛母子寡婦福祉連合会
 56万円

55市中学校体育連盟
 690万3千円

32壱岐島リハビリテーション研究会
 11万円

58市PTA連合会
 16万円

33市食品衛生協会
 4万円

61市美術協会
 9万6千円

34食生活改善推進員活動費
 211万円

64壱岐こども劇場
 32万円

35被爆者友の会
 11万円

67壱岐神楽保存会
 16万円

②壱岐地区沿岸警備協力会
 25万円
⑤生活バス路線等運行対策費
 73万円
⑧壱岐地区交通安全協会
 462万円
⑪壱岐間税会
 9万円
⑭たんぽぽの会
 35万円
⑰壱岐市連合遺族会
 18万4千円

41緑の少年団運営費
 16万円

⑳精神障害者家族の会
 9万円

44県中小企業団体中央会
 2万8千円

㉓民生委員活動費
 706万8千円

47壱岐イベント振興会
 1,000万円

㉖民児協・慰霊祭事務局運営費
 520万円

50自主防災組織運営費
 8万8千円

㉙単位老人クラブ
 658万円

53市学校図書館協議会（小学校）
 10万8千円
56壱岐島「島の科学」研究会
 14万4千円
59市青年団連絡協議会
 31万円
62市文化団体協議会
 114万5千円
65市青少年健全育成連絡協議会
 192万円
68市体育協会
 1,158万7千円

③更生保護協会壱岐支部
 76万円
⑥地方バス路線維持費
 6,880万円

36担い手育成総合支援協議会
 100万円

⑨幼児交通安全クラブ活動費
 16万円

37認定農業者協議会活動支援事業費
 301万円

⑫壱岐税務署管内税務連絡協議会
 9万円

38土地改良区経常経費
 4,216万8千円

⑮壱岐市身体障害者福祉協会
 120万円

39土地改良区経常経費（刈田院地区）
 400万円

⑱手をつなぐ親の会
 9万6千円

42特定非営利活動法人長崎県水難救済会
 13万円

㉑地域活動所「のぎくの丘」運営費
 200万円

45商工会運営費
 1,599万1千円

㉔社協ボランティアセンター活動費
 80万9千円

48壱岐観光協会
 2,281万9千円

㉗シルバー人材センター
 400万円

51諸津私設消防部活動費
 8万円

㉚町老人クラブ連合会
 181万9千円

54市学校図書館協議会（中学校）
 5万4千円
57壱岐文化協会
 8万円
60市地域婦人会連絡協議会
 132万円
63文化伝承グループ活動費
 64万円
66公民館運営協議会
 197万円
69国民体育大会実行委員会
 1,277万9千円

平成24年度 各種団体補助金　
総額 2億8,750万円
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芦辺町　青嶋公園

勝本町　風
かざ

民
たみ

の郷
さと

郷ノ浦町　出会いの村

石田町　マリンパル壱岐

平成24年度　指定管理者一覧
番号 施　　設　　名 指定管理者 指定管理料
1 青嶋公園 壱岐市森林組合 580万円
2 壱岐市立一支国博物館 株式会社　乃村工藝社 5,000万円
3 壱岐市職業訓練校 壱岐高等職業訓練協会 0円
4 壱岐市自動車教習場 ㈱共立自動車学校 0円
5 壱岐市シーサイド小水浜 壱岐学友会 36万円
6 壱岐市国民宿舎壱岐島荘 ㈶壱岐市開発公社 0円
7 マリンパル壱岐 ㈲マリンパル壱岐 500万円
8 筒城浜ふれあい広場 壱岐市観光協会 257万円
9 壱岐市郷ノ浦町デイサービスセンター 壱岐市社会福祉協議会 642万3千円
10 壱岐市勝本町ふれあいセンターかざはや 壱岐市社会福祉協議会 2,742万9千円
11 壱岐市芦辺町クウォリティライフセンターつばさ 壱岐市社会福祉協議会 1,783万9千円
12 壱岐市石田町総合福祉センター 壱岐市社会福祉協議会 1,270万8千円
13 勝本町総合運動公園 ㈱壱岐カントリー倶楽部 677万2千円
14 へい死獣畜一時保管施設 壱岐市農業協同組合 0円
15 壱岐市ケーブルテレビ施設 関西ブロードバンド㈱ 0円
16 壱岐出会いの村 壱岐出会いの村振興会 2,750万円
17 壱岐市猿岩物産館 壱岐出会いの村振興会 300万円
18 壱岐風民の郷 壱岐風民の郷協議会 630万円
19 壱岐市印通寺共同店舗 石田町商店連盟 60万円
20 壱岐市三島診療所 医療法人　玄州会 0円

平
成
24
年
度
予
算
概
要
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父
子
家
庭
が
年
々
増
え
て
お
り
、
多

く
の
父
子
家
庭
も
母
子
家
庭
同
様
、
経

済
的
に
不
安
定
で
、
子
育
て
等
で
も
多

く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、
父
子

家
庭
と
母
子
家
庭
で
は
、
行
政
に
よ
る

支
援
の
内
容
に
大
き
な
差
が
あ
る
。

　

児
童
扶
養
手
当
法
改
正
に
よ
り
平

成
22
年
８
月
１
日
か
ら
、
母
子
家
庭
の

母
を
支
給
対
象
と
し
て
い
た
児
童
扶

養
手
当
が
父
子
家
庭
の
父
に
も
支
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ

の
ほ
か
に
も
母
子
家
庭
が
受
け
ら
れ

る
行
政
に
よ
る
支
援
制
度（
就
労
支
援

や
技
能
習
得
支
援
、
福
祉
貸
付
金
、
自

立
支
援
給
付
金
な
ど
）の
多
く
が
、
父

子
家
庭
で
は
受
け
ら
れ
な
い
。

　

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
対

象
が「
母
子
家
庭
」に
限
ら
れ
て
い
る

諸
制
度
に
関
し
て
、「
父
子
家
庭
」
も

対
象
と
す
る
よ
う
改
善
を
行
う
と
と

も
に
、
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
速
や
か

に
実
施
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

記

　
　
　
　
　
　

１
． 

遺
族
基
礎
年
金
の
父
子
家
庭
へ
の

拡
充
策
と
し
て
、
死
別
の
父
子
家

庭
の
父
に
お
い
て
も
支
給
対
象
と

す
る
と
と
も
に
、
父
と
子
が
共
に

暮
ら
し
て
い
て
も
子
に
遺
族
基
礎

年
金
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
改
正
す

る
こ
と
。

２
． 

母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
、
高

等
技
能
訓
練
促
進
費
事
業
及
び
特

定
就
職
困
難
者
雇
用
開
発
助
成
金

の
対
象
を
父
子
家
庭
に
も
拡
大
す

る
こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定

に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　

平
成
24
年
３
月
16
日

 

長
崎
県
壱
岐
市
議
会

　　

内
閣
総
理
大
臣　

外
関
係
機
関
に

意
見
書
を
送
付
し
た
。

議
員
発
議

父
子
家
庭
支
援
策
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

わ
た
し
た
ち
の
願
い

　

市
民
の
意
見
が
陳
情
・
請
願
と
し
て
議
会
に

寄
せ
ら
れ
、社
会
情
勢
や
市
の
財
政
を
考
慮
し

な
が
ら
慎
重
な
取
扱
い
を
し
て
結
論
に
至
っ
た
。

わ

２月会議　採決状況（全員一致以外のもの） ○・・・賛成　　×・・・反対

議案名番号
（６頁表参照）

久
保
田
恒
憲

呼
子　
　

好

音
嶋　

正
吾

町
田　

光
浩

小
金
丸
益
明

深
見　

義
輝

町
田　

正
一

今
西　

菊
乃

市
山　

和
幸

田
原　

輝
男

豊
坂　

敏
文

中
村
出
征
雄

鵜
瀬　

和
博

榊
原　
　

伸

久
間　
　

進

大
久
保
洪
昭

瀬
戸
口
和
幸

牧
永　
　

護

中
田　

恭
一

賛　

成

反　

対

結　

果

議案25
八幡漁港契約
変更

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 17 1 採択

市山　繁議員は議長のため採決には入りません。

ちょっと

ブレイク
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
変
更

　

中
村
出
征
雄
議
員
が
議
会
運
営
委

員（
副
委
員
長
）を
辞
任
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
新
し
く
深
見
義
輝
議
員

が
委
員
に
着
任
し
、
副
委
員
長
に
は

小
金
丸
益
明
議
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

★
お
知
ら
せ

郷ノ浦町 弁天崎公園

『家族みんなでピ
クニック』

はいチーズ!
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予算
特別委員会予予予算算予
特特算 別別特特 委委員員委委 会会会員予算
特別委員会

定
例
会
付
託
議
案

　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
９
号
）
及
び
平
成
24

年
度
一
般
会
計
予
算
の
審
査
を

行
い
可
決
し
た
。

〈
委
員
会
所
見
〉

①
第
２
種
嘱
託
職
員
の
日
額
報

酬
と
、
臨
時
職
員
の
日
額
賃
金

の
額
の
逆
転
を
解
消
す
る
た
め
、

早
急
な
改
正
を
。

②
市
単
独
事
業
を
含
め
、
新
規

事
業
等
の
周
知
の
在
り
方
を
、

市
民
目
線
に
立
っ
て
詳
細
に
分

か
り
や
す
く
す
べ
き
。

③
民
間
建
築
物
吹
付
ア
ス
ベ
ス

ト
改
修
支
援
事
業
は
、
環
境
問

題
改
善
強
化
策
の
一
環
と
し
て
、

行
政
の
指
導
力
で
早
急
に
取
り

組
み
を
。

④
Ｏ
Ａ
機
器
レ
ン
タ
ル
契
約
の

透
明
化
を
図
る
べ
き
。

⑤
中
学
校
廃
校
跡
地
の
活
用
策

と
管
理
費
用
の
明
確
化
を
早
急

に
。

⑥
原
の
辻
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
活
用

策
を
検
討
す
べ
き
。

委員会レポート

委 員 長：豊坂　敏文
副委員長：鵜瀬　和博

委員：全議員
　　　(議長・オブザーバー )

定
例
会
付
託
議
案

　

本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
、
国

保
・
介
護
予
算
、
病
院
事
業
予
算
、

そ
の
他
焼
却
場
関
連
条
例
、
し
尿

処
理
場
関
連
条
例
、
特
養
及
び
老

人
ホ
ー
ム
、
直
営
診
療
所
の
予
算

に
つ
い
て
、
す
べ
て
原
案
可
決
と

し
た
。

①
介
護
保
険
事
業

　

年
間
29
億
７
千
万
円
の
介
護
保

険
事
業
は
、
３
年
に
一
度
事
業
計

画
が
見
直
さ
れ
、
本
年
が
第
５
期

目
の
計
画
策
定
と
な
る
。
こ
の
事

業
計
画
の
見
直
し
に
伴
い
、
介
護

保
険
料
を
３
千
800
円
か
ら
４
千
970

円
と
大
幅
ア
ッ
プ
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
高
齢
化
に
伴
う
こ
の
３
年
間

で
基
金
残
が
１
千
400
万
円
程
度
と

落
ち
込
む
一
方
で
、
特
養
ホ
ー
ム

の
申
し
込
み
待
機
者
は
60
名
、
老

人
ホ
ー
ム
は
150
名
な
ど
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
は
年
々
増
加
し

て
い
る
。
第
５
期
事
業
計
画
で
の

負
担
増
は
や
む
を
得
な
い
。

②
国
民
健
康
保
険
事
業

　

平
成
24
年
度
所
得
確
定
後
、
国

保
税
に
つ
い
て
も
標
準
世
帯
に
お

い
て
年
額
３
万
円
以
上
の
負
担
増

を
お
願
い
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

合
併
時
に

６
億
円
以
上

あ
っ
た
基
金

残
が
４
千
万

円
と
な
り
危

機
的
状
況
の

中
、
平
成
24

年
度
は
一
般

会
計
か
ら
２

億
円
程
度
の

予
算
繰
入
れ

と
な
っ
た
。

〈
委
員
会
所
見
〉

　

も
は
や
壱
岐
市
の
よ
う
な
離
島

で
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
所
得
も

低
下
傾
向
に
あ
る
自
治
体
で
は

「
介
護
保
険
制
度
」「
国
民
健
康
保

険
制
度
」の
維
持
す
ら
困
難
に
な

っ
て
い
る
。
広
域
化
や
国
県
の
補

助
率
増
な
ど
、
抜
本
的
な
改
革
を

求
め
ざ
る
を
得
な
い
が
、
我
々
市

民
も
特
定
健
診
等
の
受
診
を
心
が

け
、
ぜ
ひ「
元
気
に
老
い
る
」
を

心
が
け
て
い
く
事
が
肝
要
で
あ
る
。

厚生
常任委員会厚厚厚生生厚厚
常常任任常 委委任 員員委委 会会会員厚生
常任委員会

委 員 長：町田　正一
副委員長：市山　和幸

委員：鵜瀬　和博、豊坂　敏文
　　　音嶋　正吾、久保田恒憲

健診を受けて安心生活 「健康的な毎日を送りましょう」
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総務
文教常任委員会総総総総務務総

文文務 教教文 常常教 任任常 委委任 員員委委 会会会会員総務
文教常任委員会

定
例
会
付
託
議
案

　

議
案
20
件
を
審
査
し
、
全

議
案
可
決
し
た
。

委 員 長：今西　菊乃
副委員長：久間　　進

委員：中田　恭一、榊原　　伸
　　　小金丸益明、呼子　　好

〈
委
員
会
所
見
〉

①
壱
岐
市
嘱
託
職
員
の
給

与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の

勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

第
２
種
嘱
託
職
員
の

「
産
前
産
後
休
暇（
無
給
）」

を
追
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、

今
ま
で
は
出
来
な
か
っ
た

社
会
保
険
等
で
産
休
や
育

児
休
暇
の
手
続
き
が
で
き

る
。
ま
た
、
特
に
保
育
士
・

看
護
師
・
介
護
士
等
に
つ

い
て
は
雇
用
条
件
を
見
直

す
必
要
が
あ
る
。

②
壱
岐
市
体
育
施
設
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

廃
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
と

体
育
館
は
、
教
育
委
員
会

の
管
理
で
あ
り
管
理
費
も

か
な
り
か
か
っ
て
く
る
。

地
元
の
利
用
回
数
が
少
な

い
所
は
廃
止
す
べ
き
。
施

設
へ
の
い
た
ず
ら
等
も
増

え
て
来
る
の
で
、
跡
地
利

用
に
つ
い
て
検
討
し
早
め

に
結
論
を
出
す
べ
き
。

③
壱
岐
市
消
防
団
の
定
員
、

任
免
、
給
与
、
服
務
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　

消
防
団
の
定
員
は
団
員

の
確
保
が
難
し
い
の
で
減

員
と
な
っ
て
い
る
。
団
員

一
人
当
た
り
の
人
口
は
30

人
と
し
て
い
る
。
人
口
に

対
す
る
団
員
の
割
合
は
充

足
し
て
い
る
が
、
１
千
20

人
の
定
数
に
対
し
35
名
の

不
足
で
あ
る
。
加
入
促
進

へ
の
意
識
向
上
に
努
め
る

べ
き
。

④
三
島
航
路
待
合
所
の
位

置
を
変
更
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

渡
良
浦
の
待
合
所
は
仮

設
で
は
あ
る
が
当
分
は
使

用
で
き
る
。
対
応
年
数
を

考
慮
し
本
施
設
の
計
画
は

す
べ
き
。

渡良浦のフェリーみしま発着所

定
例
会
付
託
議
案

　

議
案
15
件
の
付
託
を
受
け
、

審
査
の
結
果
、
委
員
会
の
意

見
を
付
し
て
全
議
案
可
決
し

た
。

①
壱
岐
市
死
亡
獣
畜
取
扱
場

条
例
の
一
部
改
正
は
、
指
定

管
理
者
に
施
設
の
管
理
等
を

行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
改

正
。

②
あ
ら
た
に
生
じ
た
土
地
の

確
認
及
び
字
の
区
域
の
変
更

は
、
芦
辺
町
箱
崎
諸
津
触
字

破
戸
ノ
元
地
先
の
諸
津
漁
港

後
諸
津
地
区
の
公
有
水
面
埋

め
立
て
に
よ
り
生
じ
た
土
地

の
字
の
区
域
の
変
更
。

③
八
幡
浦
地
区
特
定
漁
港
整

備
工
事
請
負
契
約
の
変
更

は
、
外
防
波
堤
の
地
盤
改

良
作
業
中
の
特
殊
作
業
船

が
風
浪
に
よ
り
破
損
し
、

作
業
船
の
復
旧
が
直
ち
に

出
来
ず
施
工
済
の
部
分
ま

で
を
出
来
高
と
し
て
契
約

変
更
す
る
も
の
。

〈
委
員
会
所
見
〉

　

下
水
道
加
入
率
に
つ
い

て
は
水
道
と
異
な
り
、
100

％
を
目
指
す
こ
と
が
法
律

上
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、

周
辺
環
境
に
配
慮
し
て
い

る
か
ど
う
か
の
、
市
自
体

の
品
格
が
問
わ
れ
る
指
標

で
あ
る
の
で
、
加
入
率
向

上
対
策
に
つ
い
て
は
、
も

っ
と
早
く
か
ら
真
剣
に
取

り
組
ま
れ
る
べ
き
で
あ
っ

た
。

　

今
の
状
況
で
は
加
入
率

の
向
上
は
期
待
で
き
な
い

こ
と
か
ら
、
早
期
に
未
加

入
の
実
態
調
査
・
分
析
を

行
い
、
抜
本
的
な
対
策
を

行
う
こ
と
で
、
経
営
健
全

化
を
図
ら
れ
た
い
。

※
現
地
視
察

　

桜
木
団
地
公
営
住
宅

　
（
新
築
）

産業
建設常任委員会産産産産業業産

建建業業 設設建建 常常設 任任常 委委任 員員委委 会会会会員産業
建設常任委員会

委 員 長：田原　輝男
副委員長：大久保洪昭

委員：牧永　　護、瀬戸口和幸
　　　中村出征雄（欠席）
　　　深見　義輝、町田　光浩

市営住宅　桜木団地　　（芦辺町瀬戸浦）
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あなたの声をお聴かせください

議会報告会
市内４か所にて

あなたの疑問・質問に議員がお答えします。

　壱岐市議会は、日頃の議会の活動を知っていただくとともに、市
民皆様のご意見やご提言を直接お伺いし、議会審議への活用と議会
運営の改善を図るため、議会基本条例にて年１回以上の議会報告会
を開催することを定めました。
　あなたと議会が直接対話する第１回目は、４月の市長選挙後にお
いて、新年度（骨格）予算に市長の政策を反映された補正予算が議会
に提出され、６月会議で審査した後に開催する予定です。
　詳しい日程等が決まり次第お知らせいたします。

※ 小中学生・高校生（保護者同伴）の参加も歓迎します。

議会報告会の内容
◇活動報告
　①壱岐市議会基本条例と議会運営について ・議会運営委員会
　②委員会活動と平成24年度予算等の説明  ・総務文教常任委員会
　        ・厚生常任委員会
　        ・産業建設常任委員会
◇意見交換
　①議会に対する意見・質問等
　②市の予算に対する意見・質問等

７ 月開催予定
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八幡小学校保護者会による「クリーン大作戦」

壱岐の人口減少を
憂う１人です。対策として
福岡・佐賀を通勤通学圏に入
れると言う考えを持っています。
海上交通の進歩・発展により不可能
ではないと思うのです。 75歳
回答▶現在、通勤・通学に対する補
助金を設けており、42名ほどの利
用者がおられます。
（政策企画課 48-1111）

近所の方からの情報
で「4/1から新しいフェリーが

通うこと」「料金が安くなること」
を聞きました。もっと詳しく知りたい
です。 46歳
回答▶４月１日からの新船「フェリー きず
な」就航に伴い、フェリー・ジェットフォ
イルの運賃（博多～壱岐～対馬航路の
み）が２割引きとなり、さらに従来の
割引も適用となります。　
（九州郵船 47-0003）

地震や原発など島民
が避難せざるを得ない場合、

昼と夜ではいる場所がちがいます。
具体的に、郷ノ浦にいる場合はどこど
こへ避難して下さいなど、各家庭に事前
に配布してもらう事などできませんか。ま
た、島から避難の場合、船の手配、市の対
応等どうなっているのでしょうか。津波の
場合、水の流れ等気になります。 40歳
回答▶ご心配の件につきましては、地域
防災計画の見直しの中で検討し、そ
の結果を皆様に周知致します。
（総務課 48-1111）

車で走っていて、
また歩いていても空カ
ンがころがっています。
その他のゴミもあります。
自分さえよければいいので
しょうか。心がすごく痛み
ます。持って帰ってリサ
イクルに出しましょ
う。 59歳

お父さんとい
っしょにクイズの
答えをかんがえまし
た。図書カードあた
りますように!!　 
 10歳

　AED設置場所
一覧表をわざわざ送っ
て頂き有り難うございまし
た。壱岐市内には多くの場所
に設置されているのですね。さ
っそくいつでも見ることができ
るように電話機の近くの壁に
貼らせていただきました。
 24歳

私は幼いころ、よ
く「サンドーム」に行っ
て遊んでいました。そのお
かげで今よく泳げています。
毎年毎年「サンドーム」の再
開を望んでいます。もし再
開したら絶対行きたいと
思います。 

 12歳

議会だよりクイズの応募の
中で、お寄せいただいたご
意見やご感想をご紹介する
コーナーです。

島全体が“わが家”

「クリーンな生活習慣」で

美しい自然を守りましょう！



第
33
号

編　

集　

後　

記

壱岐市議会だよりは地球に優しい植物油インキで印刷されています。

壱岐市ホームページ
（http://www.city.iki.nagasaki.jp）の
市議会のインデックス（見出し）を検索す
ると、市長行政報告および議員の一般質
問の音声を生で聞くことができます。また
市議会会議録は、議会事務局・市役所本
庁（総務課）・各庁舎（市民生活班）・各
図書館で閲覧できます。ご利用ください。

○公職選挙法の規定について
　お中元・お歳暮や、祝儀・
見舞い等の金品を送ることや、
暑中見舞い・年賀状などの挨
拶状や有料の広告は禁止され
ております。
　市民みなさまのご理解とご
協力をお願い申し上げます。

壱岐市議会議員一同

○編集　 議会広報特別委員会
〒 811-5521  
長崎県壱岐市勝本町西戸触 182-5
　　TEL：0920-42-1111
　　FAX：0920-42-0096
【 E-mail 】  iki-gikai@city.iki.lg.jp
【 ＵＲＬ 】  http://www.city.iki.nagasaki.jp

　

平
成
24
年
は
、
壱
岐
市
議
会
に
と
り
ま
し
て
は「
通

年
議
会
元
年
」と
な
り
ま
す
。
そ
の
第
１
回
目
の
議
会

だ
よ
り
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

今
回
の
定
例
会
で
審
議
し
た
各
会
計
予
算
案
は
、

４
月
に
市
長
選
挙
を
控
え
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
経

常
的
経
費
、
継
続
的
経
費
、
及
び
一
定
の
政
策
的
経
費

を
組
み
込
ん
だ
骨
格
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

提
出
さ
れ
た
全
議
案
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
概
要
に
つ
い
て
は
議
会
報
告
会
の

開
催
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
時
市
民
皆

様
に
は
報
告
致
し
ま
す
。

　

ラ
ジ
オ
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
よ
る
議
会
中
継
、

及
び
新
た
に
企
画
し
て
お
り
ま
す
議
会
報
告
会
を
通

じ
、
議
会
の
状
況
を
知
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
議
会
だ
よ
り
が
そ
の
お
役
に
立
て

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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第13回

第12回クイズの答え
①通年議会  ②696人（職員数を除く
461人も正解）　③鯨伏小学校　
応募総数28人で全員が全問正解です。
ご応募ありがとうございました。

せーかい!!
せーかい!!

やったね!!やったね!!

～ 第12回クイズの当選者 ～
徳村英子様　重本佳予子様
市山璃奈様　小西英之様
 坂口美恵子様 （順不同）　
おめでとうございます！ 

待ってる
よ!!

待ってる
よ!!

クイズに答えて
図書カード（1,000円）
が当たります。皆さんの
ご応募待ってま～す!!

クイズ　次の問題に答えよう
その①　 平成26年開催の「長崎がんばらんば国体」

で壱岐開催の種目は何と何でしょう？
その②　 あなたと議会が直接対話する市議会主催

の会を何というかな？
その③　 今年度の予算の中であなたに関わる予算

は何個ありましたか？
　　　　 何個でも正解としますが、聞きたいこと

や疑問に思うことなど、ご意見を添えて
ご応募ください。

　ヒント　 この議会だよりの中に答えがあり
ますので、最初から最後まで読んで
みてください。

《応募方法》クイズの答え・住所・氏名・年齢をお書きのうえ、
ハガキでご応募ください。
議会だよりを読んだご感想や、議会へのご意見・ご要望
などもお書き添えください。
ご意見等は、「市民の声」のコーナーで、できるだけご紹
介させていただきます。
正解者の中から、抽選で５名の方に図書カード 1,000 円
分をお贈りします。
 （当選者の発表は次号に掲載）

《あて先》  〒 811-5521
　　　　　　壱岐市勝本町西戸触 182-5
　　　　　　　　壱岐市議会事務局 宛
《しめきり》平成 24年 5月 31日（当日消印有効）

《個人情報の取り扱いについて》ご記入いただきました個人情報は、賞品発送・当選者発表および『市民の声』等の
目的以外には利用いたしません。

沼津保育所の
お友だち

こはちゃん

 ねるちゃん

こうちゃん

たーくん
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